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「み らい 」搭載ライダー に よ る海洋上 の 雲 、
エ ア ロ ゾル の 観測

彬 本伸夫 、 松井一郎 、 清水厚 （国立環境研究所）

1．は じめに

　国立環境研 究所で は海洋 科学技術セ ン ターの海洋

地球研究船 「み らい 」 に ミ
ー散乱ライ ダーを搭載 し、

太平洋域 を中心に エ ア ロ ゾル お よび雲の 観測を行 っ

て きた。観測の 目的は、地球規模の エ ア ロ ゾル お よ

び雲の 立体分布 の 気候学的な特徴を明 らか にす る こ

と （Sugimoto　et　al．，2001a）、海洋大気境界層 とエ ア ロ

ゾル の 輸送、雲の 生成 に関す るデー
タ を得る こ と

（SUgimotO　et　al．，2000，　Sugimσlo　et　a1り2001b，
　OkamotO　et

al．，2003）な どで あ る。 また 、　「み らい 」 で継続的に

得 られて い る観測データは、気候モ デル や化学輸送

モ デル の検証、衛星観測 の 検証 の ため の トゥル
ー

ス

デー
タ として極めて有用であ ると考えて い る。

2． 「み らい 亅 搭載ライダーと観測

　 「み らい 」 搭載用 の ライダー
は、 2 波長 の 偏光 ラ

イ ダーで、1064  と 532  の 後方散乱 と 532 

の 偏光解消度を測定す る。偏光解消度は散乱体 の 非

球形性 を表す良い 指標で、これ を用い て水雲 と氷雲

の判別や土壌起源エ ア ロ ゾル の判別が可能である。

また、 2 波長 の 後方散乱係数の 比 の 値 と偏光解消度

を組み合わせて エ ア ロ ゾ ル の 種類 （海塩、土壌性、

硫酸エ ア ロ ゾル な ど） を分類す る こ とが で きる

（Suginoto　et　al．e　2002％ ライダー
は当初、後部甲板

の コ ン テ ナ に搭載 したが、現在は、装置 をノj・型化 し

常設 の ゾン デ コ ン テナ内に搭載 して い る 。

　 1999年よ り、 これま で 、年間 3 、4 航海に参加 し、

エ ア ロ ゾル と雲の鉛 直分布 の観測を行 っ て きた。図

1 に こ れ らの 航海 の 航路 図 を示す 。 既に西部太平洋

域を中心に 、多量の 観測データが得 られて い る。 こ

の うち 、
MR99 −KO3 では国際共同観測 Nauru99 に 、

MRol −Ko2 では AcE ・Asiaに参加 した。

　ACEAsia 航海 では 、 日本 の 東海上 で 3層構造 の

エ ア ロ ゾル 層を観測 し 、 2 波長 と偏光を用い た解析

に よ り、各層が下か ら海塩 、大気汚染エ ア ロ ゾル 、

黄砂 に対応することを示 した（Sug  ob 　et　4，　2002％
ま た、こ の航海で は通総研 の 雲レーダー

との 同時観

測 を行 い 、氷水量な どの 雲 の パ ラメ
ー

タを導出した

（Okamoto　et　a1．t　2003％ さらに、バ イス タテ ィ ッ ク方

式ライ ダー
による下層の 水雲の 粒径 の 測定を行っ た

（Sμ9  oto　e亡aL
，
2001bN

　現在、国立環境研にお い て エ ア ロ ゾル と雲の 分

布の 気候学的解析や境界層 の 解析等を進めて い る

が 、

一
方で こ れ らの デー

タ か ら得た消散係数 プ ロ

フ ァ イル 、雲分布等をデータベ ース化 して 、 様 々

な解析研究、モ デル 検証、衛星観測検証 に利 用で

きるように整備す るこ とを計画 して い る。
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図 1　 1999年から 2002年の 観測の航路図
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